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研究成果の概要（和文）：睡眠呼吸障害は肥満と強く関連しており生活習慣病の発症やその悪化をきたすことが
知られている。本研究では生活習慣病の進展や予防にむけて効率的なヘルスプロモーションを図るため睡眠呼吸
障害の切り口から地域における保健指導と睡眠呼吸障害の外来診療における看護介入を融合した。個人の健康意
識を決定するヘルスリテラシー、ヘルスローカス・オフ・コントロールを、睡眠呼吸障害を有する420人の地域
住民の保健指導と100人の睡眠呼吸障害外来患者において調査し、健康意識を改善する保健・看護支援の有効性
を検証した。54人の住民と65人の患者のみが治療を継続しており、睡眠呼吸障害の重症度が受療行動に関連して
いた。

研究成果の概要（英文）：Sleep disordered breathing (SDB) is well known to be associated with obesity
 and to relate to the onset and deterioration of lifestyle-related diseases. In this study, we aimed
 to establish the effective health promotion in order to prevent the advancement of 
lifestyle-related diseases from the viewpoint of SDB. Focusing on health literacy and health locus 
of control, which determine personal health consciousness, we verified the effective nursing 
interventions, which improve health literacy and health locus of control. We studied 420 residents 
in Hisayama town and 1500 patients in the clinic of Kyushu University Hospital. In those residents, 
only 54 residents received the treatments of SDB. The related factors to the action were severity of
 SDB, habits of exercise, and symptoms. Among the 100 patients who needed the treatment of SDB, 65 
have continued the treatment but 35 have quit the treatments. The severity of SDB in the continued 
patients was higher than those not continued.

研究分野：看護学

キーワード： 地域看護学　睡眠時無呼吸　生活習慣病
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１．研究開始当初の背景 
 睡眠呼吸障害(Sleep disordered breathing, 
SDB)は「症状の有無を問わず睡眠時に無呼吸や低呼
吸を呈する呼吸異常」であり、睡眠時無呼吸症候群 
(Sleep apnea syndrome, SAS)はSDBの中で睡眠中
の1時間あたりの「無呼吸低呼吸指数 (apnea 
hypopnea index, AHI)が5以上で、昼間の眠気や倦
怠感などの自覚症状を伴うもの」と定義されている。 
 SDB・SASと生活習慣病 (肥満によるメタボリッ
クシンドローム、高血圧、糖尿病、脂質異常症、脳
卒中、動脈硬化性心血管系疾患など) は深い関連が
あり、お互いが負のサイクルを形成し、健康寿命の
短縮や生命予後の悪化をきたす原因となっている。
米国の大規模コホート研究では30-60歳の男性の
24％、女性の9％にSDBがみられ、男性の4％、女
性の2％にSAS がみられると報告している(N Engl 
J Med 328:1230-5,1993)。欧米諸国と比べ肥満度や
動脈硬化性疾患の発症率が低い我国においても、職
域調査でSDBの有病率は高い事(30-60歳：25%)が
報告されている (Respirology 11 : A198, 2006)。 
 しかし、65歳以上の人口を含めた一般住民での
疫学調査は行われたことはなかった。また、我が国
でSDB治療患者の治療継続状態やそれに影響する
因子は大規模に調査されていない。 
 
２．研究の目的 
SDB・SASは肥満と強く関連し生活習慣病を高率に
合併している。動脈硬化性心血管系疾患へと進展す
ると、その健康寿命の短縮、予後の悪化をきたす事
も知られている。疫学研究のメッカである久山町で
もSDB患者が多い事が平成24年度の住民健診で明
らかとなった。当睡眠時無呼吸センターの累積患者
数も1500人となり、治療中断者が多い事が明らか
となっている。 
 本研究では生活習慣病の進展や予防にむけて、
SDB・SASの切り口から地域における保健指導を推
進することとSDBの臨床診療における治療継続に
おける看護介入を連携し、効率的なヘルスプロモー
ションを図るための基盤を構築することをめざす。 
 このために個人の健康を決める力としてヘルス
リテラシー（Health Literacy, HL）、ヘルスロー
カス・オブ・コントロール（Health Locus of Control, 
HLC）に着目し、生活習慣病とSDBに対する行動変
容ステージ別保健指導やこれらの疾病に対する看
護介入(口腔内装置, oral appliance, OA)により、
HLやHLCを改善する啓発的保健・看護支援の有効
性について検証する。 
 SDB患者においては持続陽圧呼吸装置
(continuous positive airway pressure CPAP)を毎
晩使用できない患者も多く治療継続率が低いため、
外来での包括的支援が必要である。 
 
３．研究の方法 
九州大学病院SASセンターにおいは本センター
を受診した1500人のSDB患者の治療の現状、SDB
症状や個人の健康意識、ヘルスリテラシーやヘル
スローカス・オブ・コントロール、受療行動に関
する自己効力感、慢性疾患の患者役割遂行度(コン
プライアンス、自己判断、治療への協力、権利主
張等)について検討した。生活習慣病を伴うSDB患
者を、治療中の患者(治療継続群)、脱落した患者
(脱落群)、治療変更した患者(変更群)の3群にわ
け、臨床背景、HL、HCL、健康関連行動を調査し3
群間での違いを明らかにした。今回の比較検討は
治療継続群vs.変更群・脱落群とした。治療継続
群では、重症度に応じたCPAPやOA治療のコンプ
ライアンス向上のための段階的看護指導と共に
SDBや生活習慣病に対する啓発教育を行った。 
 久山町住民健診においてはSDBと診断され受診
勧奨後、5年経過している要治療者420人に対し
治療の現状、SDB症状の変化や個人の健康意識（ヘ
ルスリテラシー、ヘルスローカス・オブ・コント

ロールに関する調査票）を平成29年6-10月に施
行された住民健診時にあらたに調査した。治療の
現状調査から未受診群、治療中断群、治療継続群
に分けて受療行動とSDB重症度や健診データ、健
康意識との関連性について検討した。 
 睡眠時無呼吸センターにおける看護介入、久山
町における保健指導により、ヘルスリテラシー、
ヘルスローカス・オブ・コントロール健康関連行
動やストレス反応の変化を評価する。この結果を
その後の看護介入、保健指導に反映し、保健指導
を段階的に修正し、SDB患者の行動変容を促す基
盤情報とする。 
４．研究成果 
九州大学病院睡眠時無呼吸センターにおいては
本センターをこれまで受診した1500人の患者の
内、経過を3年以上後ろ向きに観察するために、
平成23〜25年の間、初診したSDB患者605名の診
療録を後ろ向きに調査すると伴にヘルスリテラ
シーやヘルスローカス・オブ・コントロール、
受療行動に関する自己効力感、慢性疾患の患者役
割遂行度(コンプライアンス、自己判断、治療への
協力、権利主張等)からなる調査票を配付し直近
3-5年間の治療継続状況を調査した。回答者211
名中、要治療と診断された99名において治療継続
65人と非継続34人の間に年齢、性別、合併症、
BMIの有意差はなかったが、継続群は非継続群よ
り有意にSDBが重症であった。ヘルスリテラシー、
自己効力感は2群間に有意差はなかったが、非継
続群ではヘルスローカス・オブ・コントロール
の健康規定因子がより他者に帰属しており、患者
役割遂行度(自己判断)が有意に高かった。非継続
SDB患者においては、医師や看護師、家族、友人
といった重要他者に影響されやすい反面、治療に
関する情報を自己判断する傾向を認めた。SDB患
者99人において、治療の継続や導入には、強固な
信頼関係が確立された医療従事者による科学的妥
当性のある啓発が有効であることが示唆された。 
 久山町住民健診において平成24年にSDBと診断
された住民(361人)を対象として平成29年度健診
において同様の調査を行った。SDBが疑われた593
名に対し終夜睡眠時ポリグラフ検査が実施され、
中等度以上のSDBと診断された420名に対して受
診勧奨を行った。SDB専門施設の受信の有無、SDB
重症度、日本語得婦サース眠気尺度、性別、年齢、
運動習慣、ADL障害、既往歴、SDB以外の疾患の自
覚症状を調査し、受療行動との関連を検討した。
その結果、専門施設の受診者はわずか54人であっ
た。受療行動と有意に関連した因子は、SDBの重
症度、運動習慣、自覚症状であることがわかった。
SDB要治療者の受診率は低くSDB要治療者の受診
率は低く、SDB治療に関する啓発の必要性が示唆
された。 
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